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２０１９年度 年間授業計画 
（農学部・応用生物科学部・生命科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部） 

月 日（曜日） 行事予定 

４ 

２（火） 

３（水）～ ６（土） 

 

 

８（月） 

３０（火） 

入学式 

新入生各学科ガイダンス、新入生健康診断 

在学生ガイダンス、在学生健康診断 

新入生学外オリエンテーション 

前学期授業開始（7/26 まで） 

【休講日】 

５ 

１（水） 

２（木） 

６（月） 

１８（土） 

【休講日】天皇即位の日 

【休講日】 

【授業日】こどもの日の振替休日 

大学の記念日 

６ 
１（土） 

１５（土） 

教育懇談会 

東京農大ホームカミングデー 

７ 
１５（月） 

２０（土）・２１（日） 

２９（月） 

【授業日】海の日 

教育後援会地方懇談会 

 

８ 

 

２（金） 

４（日）・ ５（月） 

     ５（月） 

前学期定期試験 

 

オープンキャンパス（世田谷キャンパス・厚木キャンパス） 

夏季休業 夏季集中授業 

９ 

       上旬 

      １９（木） 

      ２０（金） 

      ２３（月） 

前学期定期試験の評価開示 

 

後学期授業開始（1/24 まで） 

【授業日】秋分の日 

１０ 
１４（月） 

２２（火） 

３１（木） 

【授業日】体育の日 

【休講日】即位礼正殿の儀 

収穫祭の実施に伴う休講期間 

１１ 

 

 

５（火） 

１６（土）・１７（日） 

３０（土） 

（世田谷キャンパス）前夜祭 10/31,収穫祭 11/1～3 

（厚 木キャンパス）前夜祭 11/1,収穫祭 11/2・3 

（両キャンパス共通）準備 10/31,体育祭 11/4,後片付け 11/5 

推薦入試及び優先入試 

転入学、編入学、運動選手、外国人及び帰国子女入試 

１２ 
２５（水） 

 

 

冬季休業 

１ 

３（金） 

６（月） 

      １７（金） 

１８（土）・１９（日） 

      ２２（水） 

      ２４（金） 

２７（月） 

 

３１（金） 

 

後学期授業再開 

【休講日】センター試験準備日 

センター試験日 

【休講日】 

卒業論文題目届の提出期限（３年次生） 

 

後学期定期試験 

卒業論文の提出期限（卒業年次生） 

２ 
５（水）～ ７（金） 

中旬 

２７（木） 

一般入試Ａ日程 

後学期定期試験の評価開示 

一般入試Ｂ日程 

３ 

６（金） 

１２（木） 

２０（金） 

２１（土） 

学校法人の創立記念日 

卒業確定者及び進級確定者の発表 

学位記授与式（世田谷キャンパス） 

学位記授与式（厚木キャンパス） 

 注：上記のスケジュールはいずれも予定であり、変更することがあります。 

   変更が生じた場合は、随時、学生ポータル等にて周知しますので確認してください。 
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 13

６ 教職課程の履修登録について 
 

（1） 履修登録までのスケジュール（厚木キャンパスの学生対象） 

次のとおりガイダンスを実施するので、履修希望者は必ず出席すること。 

※①②③については、それぞれ都合のよい日に出席すること。 

 

① １年次生の受講希望者に対するガイダンス 

        

４月 ８日（月）１２：２０～１２：５０ 

１８：００～１８：３０ 

４月１１日（木）１２：２０～１２：５０ 
     

② 教職履修ガイダンス、申込について 

       

６月１７日（月）１２：２０～１２：５０ 

６月２０日（木）１２：２０～１２：５０ 

 

履修希望者は、ガイダンス後申込書を６月２７日（木）１７：００までに提出すること。 

提出先：学生教務課 

 

③ 受講料振り込み用紙配布  ※いずれか都合のよい日に出席 

    

７月３日（水） １２：２０～１２：５０   

７月５日（金） １２：２０～１２：５０   

 

④ 受講料振り込み期間  

   

７月２２日（月）～７月２６日（金） 

 

 

（2） 履修登録注意事項 

① 学部・学科開設科目で取得を希望する免許教科の「教科に関する科目」は、１年次から履修すること。「教

科に関する科目」に該当する科目は「学生生活ハンドブック」の授業科目配当表で確認すること。 

② 教育実習派遣条件を満たすため、「スポーツ・レクリエーション（一）（二）」「日本国憲法」を３年次までに修

得すること。 

③ 教職課程が開講する科目は１年次後学期から履修することができる。 

④ 教職課程履修に関しては次の受講料が必要となる。 

     １免許教科  １２０，０００円     

２免許教科  １４０，０００円 

     ３免許教科  １６０，０００円     

４免許教科  １８０，０００円 

   ※中学・高校理科は１免許教科として扱う。納金した受講料は返金しない。 

⑤ 教職科目は教職科目時間割表で開講科目を確認し、必修科目であっても履修登録すること（教職科目は

自動登録にはならない）。 

⑥ 複数開講している講義科目は受講する日時を選択し、履修登録すること（学科指定開講科目を除く）。 

※世田谷・厚木両キャンパスで開講している講義科目は、学科指定のある科目を除き履修することができる。 

⑦ 実験科目は受講学科を定めて開講しているので、確認のうえ履修登録すること。 

１１０３教室 

１１０４教室 

１１０３教室 

− 13 −



− 14 −



− 15 −



− 16 −



− 17 −



− 18 −



− 19 −



− 20 −



− 21 −



− 22 −



− 23 −



− 24 −



− 25 −


